
事業番号 - - -

（ ）

現状・課題
（5行程度以内）

翌年度へ繰越し（D) - - - -

2,437

-

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

　公庫が実施する、セーフティネット貸付、新型コロナウイルス感染症特別貸付、沖縄創業者等支援貸付、小規模事業者経営改
善資金貸付などの政策金融を円滑に実施するため、公庫の損益収支上の不足額等について、内閣府の一般会計から補給金と
して交付するもの。

実施方法 補助

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) 691 7,352 6,916

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

695 7,356 6,919 4,550 5,238

予備費等（E) - - - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) 695 2,025 1,931 2,437 5,238

- - -

-

昭和48年度
事業終了

（予定）年度
終了予定なし 担当課室

- -

補正予算（B) - 5,331 4,988

2,113

2,113

令和5年度第1次補正予算

2023 府 22 0092

内閣府

政策 ９．沖縄政策

事業の目的
（5行程度以内）

　沖縄振興開発金融公庫（以下、「公庫」という）において、国の沖縄振興施策と一体となった政策金融を適切に実施するととも
に、民間金融機関が行う金融を質・量の両面から補完するため、長期・低利の資金を円滑かつ安定的に供給し、様々な特殊事
情を抱える沖縄県経済を政策金融面から支援する。

参事官（調査金融担当） 山崎　善久

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

本事業は、①沖縄振興開発金融公庫補給金、②農業改良資金利子補給金、③担い手
育成農地集積資金利子補給金、④青年等就農資金利子補給金からなる。

①は根拠法令なし、②は農業改良資金融通法第９条、③は農業経営基盤強化法附則
第８項、④は農業経営基盤強化促進法第14条の９。

関係する
計画、通知等

・沖縄振興基本方針（令和４年5月内閣総理大臣決定）、沖縄振興計画（令和４年5月沖縄県知事決定）
・沖縄振興開発金融公庫補給金交付要綱（平成22年3月内閣総理大臣決定）
・担い手育成農地集積資金利子補給金交付要綱（平成22年5月内閣総理大臣決定）
・農業改良資金利子補給金交付要綱（平成22年12月内閣総理大臣決定）
・青年等就農資金利子補給金交付要綱（平成26年4月内閣総理大臣決定）

事業名
沖縄の特殊事情に伴う特別対策に必要な経費
（沖縄振興開発金融公庫・補給金） 担当部局庁 沖縄振興局 作成責任者

事業開始年度

施策 ９．沖縄振興に関する施策の推進

政策体系・評価書URL

主要経費 その他の事項経費

令和5年度行政事業レビューシート

https://www8.cao.go.jp/hyouka/h26hyouka/h26jigo/h26jigo-12.pdf

事業概要URL -

(項)
令和5・6年度

予算内訳
（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) 2,437

5,238

100%

執行率（％）
=(G)/(F)

99% 100% 100%

沖縄政策費

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
99%

主な増減理由（・要望額・予備費）

100%

令和6年度要求

(目)
沖縄振興開発金融公庫補給

金

その他

5,238

コロナ禍に加え、物価高騰等の影響を受けている沖縄県の事業者の事業継続を支援するため、沖縄県における金融面の
セーフティネット機能を担う政策金融機関として、公庫は、国の政策に基づき、過去に例のない規模の融資（いわゆるコロナ融
資）対応を積極的に行った（令和4年度事業規模2,951億円（対令和元年度比＋1,244億円）。
　沖縄の倒産件数は低位（令和４年度は過去最少：東京商工リサーチ）に抑えられているものの、信用コスト（貸倒引当金）の増
大に伴い、補給金予算が増加傾向にある中、引き続きコロナ禍で苦しんだ事業者等の資金繰りを支えつつ、独自の貸付・出資
制度等も積極的に活用しながら、沖縄が抱える社会問題の解決や、今後の更なる経済発展に貢献していく必要がある。

令和6年度要求

-

-

-



目標年度における効果測定に関する評価（令和○年度実施）

-
点検結果

　公庫は、金融面でのセーフティネットとして、経済・社会動向や景気・金利情勢など不確実
な状況下においても、民間金融・投資を補完し、長期・低利の資金の円滑かつ安定的な供給
を行う役割を担っている。補給金予算は、こうした公庫の運営を支えるべく、予想される損失
に備え、必要額を手当するものである。
　見積りに基づき必要額の予算手当を行うため、（結果的に決算時に利益金が生じた場合、
法律に基づき、国庫納付が求められるものの、）なるべく過不足のないように合理的に算定
することが重要である。
　令和２年度決算において例外的に発生した繰越損失金は、翌年度の予算措置等によって
解消されたものの、引き続き、出融資先や社会課題解決への悪影響が出ないように、予算
の段階において必要額を合理的に算定して補給金を措置するとともに、業務運営に際して
は、効率的・効果的に出融資先の経営改善や社会課題の解決に資するように取り組む必要
がある。

政策評価

９．沖縄政策　９．沖縄振興に関する施策の推進　内閣府26－45（政策12－施策④）

アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

　公庫は、様々な社会・経済課題（県民所得・雇用、企業経営支援等）への貢献が期待されている一方、本補給金は公庫へ支出される国の資金の一部であり、公庫
の行う出融資も、国・自治体の税・財政措置、（補完する）民間金融・投資と相まって効果を発揮するものであり、本補給金の効果測定が困難であることから、上記に
集約・整理している。

-564,000 295,100

成果実績

137,852

 長期・低利融資等を適切な規模で安定的に実施することにより、沖縄における産業の開発の促進を図るものである。

-

　引き続き予算の適切な見積もりの下で、必要十分な額を措置するとともに、公庫の業務運営にあたっては、当局としても業務内容や実績等を的確に把握・サポー
トを行い、適正な予算の執行を図る。

112.5％

事業に関連する
ＫＰＩが定められて
いる閣議決定等

名称

URL

該当箇所

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

301,031

112.5

- 年度

景気動向や一時的業況の変
動に影響されず、安定的に資
金を供給する。

「景気動向や一時的業況の
変動に影響されない安定的
な資金供給」に対する評価
（アンケート結果） 達成度

単位 令和2年度

113.8

目標最終年度

↓

活動内容①
（アクティビティ）

沖縄における産業の開発を促進するた
め、長期・低利融資の実施

出融資実績
活動実績 百万円 126,319

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み 百万円

- -

233,200

活動目標 活動指標

159,100

改善の
方向性

事業所管部局による点検・改善

公庫の損益収支上の不足額等を補填し、長期・低利融資・出資を実施する同公庫の円滑な業務運営を実現する。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

https://www8.cao.go.jp/hyouka/h26hyouka/h26jigo/h26jigo-12.pdf

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

沖縄振興開発金融公庫からの提出資料

成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

80

-

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

-

％ 91 90 90

目標値 ％ 80 80 80



- -

沖縄振興開発金融公庫との連携を密にし、損益見通しの一層の精度向上に努め、より適正な水準の予算額を計上されたい。

外部有識者の所見

点検対象外

0088

2021 府

上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

0082

-

-

令和2年度 内閣府 0081

0092

令和4年度 2022 府 21

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

20

令和元年度

平成28年度 0071

平成29年度 0074

令和3年度

平成27年度

内閣府 　

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度 0117-2

平成25年度 0078-①

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

将来予測を含む翌年度決算見込みが算定の基礎となるため、必然的に不確実性を伴う事情があることから、予算額の精緻化が困難な面があるが、引き続き、概算要求時点において利用可能な情報
（過去の貸倒実績や将来の信用コストの見通し等）を多角的な観点から検証するなどして、損益見通しの一層の精度向上に努めてまいりたい。

現状通り

現状通り

0079-01

平成30年度 0076

平成23年度 0116

平成26年度 0073-①

備考

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況



　

支出先上位１０者リスト

A.

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙3】に記載 チェック

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 沖縄振興開発金融公庫 7360005000440 政策金融機関 6,916 補助金等交付 - - -

費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数
（応募者数）

落札率

資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ
いて補足する）
（単位：百万円）

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途

計 6,916 計

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

一般会計より受入 補給金 6,916

内閣府

6,916百万円

補給金を交付することにより、同公庫の業務の円滑な運営が行

われ、出融資先に、低金利・安定的な資金供給・固定金利等で

融資等を実行。

出融資先


